
ご
試
乗
の
前
に
前
屈
を
測
定

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
試
乗
後
、
も
う
一
度
測
定

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

柔
軟
性
の
変
化
を
ボ
ー
ド
に

シ
ー
ル
で
記
録
し
ま
す
。

アクアタイザー QZ-260で特定の
筋肉を刺激します。

　
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術

総
会
は
、
運
動
器
機
能
の
維

持
・
改
善
を
支
援
す
る
医
療

技
術
の
発
展
を
目
指
し
て
開

催
さ
れ
、
国
内
外
か
ら
一
万

人
を
越
え
る
参
加
者
を
動
員

す
る
学
会
で
す
。今
年
は「
学

び
と
協
働
：
社
会
へ
の
貢
献
」

を
テ
ー
マ
に
、
神
戸
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
日

本
に
お
い
て
、
加
齢
に
伴
う

疾
患
、
障
害
へ
の
対
応
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
健
康
寿
命

の
主
要
な
阻
害
要
因
で
あ
る

運
動
器
疾
患
の
予
防
や
改
善

を
担
う
整
形
外
科
医
の
役
割

は
益
々
重
要
で
す
。
本
学
術

総
会
で
は
、
特
別
講
演
、
文

化
講
演
、
教
育
研
修
講
演
、

海
外
か
ら
の
招
待
講
演
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
最

新
の
知
見
を
学
び
、
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
で
、
整
形
外

科
医
療
の
従
事
者
が
自
ら
が

学
ぶ
機
会
を
創
出
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
開
催
を
担
当
す
る
新
潟

大
学
の
地
元
の
故
事
に
因

み
、
越
後
長
岡
藩
に
伝
わ
る

「
米
百
俵
の
精
神
」
で
人
材

を
育
成
し
、
健
康
長
寿
社
会

実
現
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
た
学
術
総
会
で
す
。

　
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
、
神
戸
国
際
会
議
場
、
神

戸
国
際
展
示
場
の
3
会
場
の

う
ち
、
神
戸
国
際
展
示
場
3

号
館
に
ミ
ナ
ト
医
科
学
は
出

展
。
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル

の
ス
ペ
ー
ス
に
、
16
種
類
・

23
台
の
実
機
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
、
展
示
試
乗
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
今
回
の
ミ
ナ
ト
医
科
学
の

出
展
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

&
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

重
点
を
置
い
た
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
高
齢
者
が
日
常
生

活
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
す

る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
や
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
製
品
を
多
数
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
理
学
療
法
の

様
々
な
ト
レ
ン
ド
を
い
ち
早

く
と
り
い
れ
た
製
品
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
も
、
今
回
の
出
展

の
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
、
ソ
リ
ウ
ス

は
産
学
共
同
開
発
に
よ
る
新

発
想
の
低
周
波
治
療
器
で

す
。
低
周
波
治
療
に
特
有
の

筋
疲
労
を
き
た
し
に
く
い
電

気
刺
激
方
式
で
「
少
な
い
電

流
で
大
き
な
収
縮
」を
実
現
。

患
者
様
へ
の
負
担
の
少
な
い

筋
の
他
動
収
縮
運
動
で
、
筋

力
低
下
を
抑
制
し
ま
す
。

　
近
年
、
高
齢
者
運
動
療
法

と
し
て
関
心
の
高
ま
っ
て
い

るSpine Dynamics

（
S
D
）

療
法
。
シ
ン
ク
ロ
ウ
ェ
イ
ヴ

S
D-

1
0
0
W
は
S
D
療

法
に
よ
り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
上
で
必
要
な
脊

柱
の
柔
軟
性
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
ベ
ッ
ド
型
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー

Q
Z-

2
6
0
や
ブ
ー
ツ
式

エ
ア
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
　
ラ
ク

シ
ア
L
X-

H
1
な
ど
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
疲
労

し
た
筋
肉
を
や
さ
し
く
、
力

強
く
も
み
ほ
ぐ
す
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
を
多
数
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

し
ま
す
。

　
展
示
ブ
ー
ス
内
に
は
ト
ー

タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
れ

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

を
再
現
。
ブ
ー
ス
装
飾
の

デ
ィ
テ
ー
ル
に
い
た
る
ま
で

こ
だ
わ
り
の
設
計
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
出
展
製
品
の
情
報
に
つ
い

て
は
本
紙
の
2
面
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

「
学
び
と
協
働
：
社
会
へ
の
貢
献
」を

テ
ー
マ
に
、健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
運
動
器
疾
患
治
療
を
考
え
る

「
第
91
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総

会
」が
、5
月
24
日（
木
）か
ら
27
日（
日
）

ま
で
神
戸
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
学
会
に
ミ
ナ
ト
医
科
学
も
出
展
。
会

場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
神
戸
国
際
展
示
場

の
1
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ス
ペ
ー
ス

に
16
機
種
23
台
の
製
品
を
設
置
し
て
、

展
示
試
乗
会
を
行
い
ま
す
。

「
米
百
俵
の
精
神
」で

最
新
の
知
見
を
学
ぶ

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
&

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
ベ
ッ
ド
型
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー
の
最
新
機

種
、
ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー

Q
Z-

2
6
0
は
、
従
来
の

各
種
マ
ッ
サ
ー
ジ
モ
ー
ド
に

加
え
、
筋
肉
の
柔
軟
性
を
向

上
さ
せ
る 

メ
デ
ィ
カ
ル

モ
ー
ド
を
搭
載
。
柔
軟
性
の

向
上
に
繋
が
る
部
位
で
あ
る

仙
骨
臀
筋
、
腰
方
形
筋
、
胸

椎
多
裂
筋
、
肋
椎
関
節
、
脚

部
を
順
番
に
刺
激
し
ま
す
。

筋
肉
の
柔
軟
性
向
上
を

前
屈
測
定
で
実
感

年会期： 展示会 （27日は15:30まで） 会場：神戸コンベンションセンター月2018 5 日（木）～ ～24 日（日）27 9:00 18:00
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展
示
会
で
は
恒
例
の
ミ
ナ

ト
医
科
学
ブ
ー
ス
の
試
乗
者

の
行
列
。
前
回
の
日
本
整
形

外
科
学
会
学
術
総
会
で
は
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
待
ち

時
間
な
く
ご
体
感
い
た
だ
け

る
よ
う
1
2
0
平
方
メ
ー
ト

ル
の
空
間
に
16
機
種
・
25
台

の
製
品
を
用
意
し
ま
し
た
。

が
、や
は
り
人
気
の
商
品
に

は
試
乗
希
望
者
で
常
時
10
〜

20
人
の
行
列
が
。
フ
ロ
ア
も

常
に
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
ミ

ナ
ト
医
科
学
ブ
ー
ス
で
し
た
。

　
展
示
試
乗
会
で
人
気
の
製

品
は
、ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
ベ
ッ
ド
の
ア
ク
ア
タ
イ

ザ
ー
で
す
。
第
90
回
日
本
整

形
外
科
学
会
学
術
総
会
で
は

ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー
Q
Z- 

2
6
0
と
Q
Z-

2
4
0
そ

れ
ぞ
れ
2
台
ず
つ
、計
4
台

の
試
乗
機
が
連
日
フ
ル
稼
働

の
状
態
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

も
対
応
に
大
忙
し
の
様
子
で

し
た
が
、「
お
客
様
に
乗
り

降
り
し
て
い
た
だ
く
の
が
容

易
」「
セ
ン
サ
ー
が
身
長
を

自
動
計
測
し
て
く
れ
る
の

で
、マ
ッ
サ
ー
ジ
部
位
の
入

力
が
簡
単
」と
い
っ
た
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
声
も
あ
り
、ア

ク
ア
タ
イ
ザ
ー
の
操
作
性
は

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
時
間
の
短
縮

に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
Q
Z- 

2
6
0
に
ご
試
乗

い
た
だ
い
た
方
に
は
、そ
の

前
後
で
前
屈
を
測
定
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
柔
軟
性

が
ど
の
く
ら
い
変
化
し
た
か

を
体
感
い
た
だ
く
た
め
で
す

が
、被
験
者
の
方
か
ら
は
一

様
に
、そ
の
結
果
に
対
す
る

驚
き
の
声
を
頂
戴
し
て
い
ま

す
。

　
ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー
に
劣
ら

ず
人
気
が
高
か
っ
た
試
乗
機

は
ブ
ー
ツ
式
エ
ア
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
ラ
ク
シ
ア
で
す
。
そ
の

や
さ
し
く
、そ
し
て
力
強
い

「
も
み
ご
こ
ち
」は
、展
示
会

場
を
歩
き
疲
れ
た
足
に
は
う

っ
て
つ
け
の
癒
し
だ
っ
た
と

の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
医
療
従
事
者
以
外

の
一
般
の
来
場
者
も
多
数
入

場
さ
れ
て
お
り
、「
自
分
で

使
用
す
る
た
め
に
欲
し
い
機

器
」と
し
て
の
人
気
も
博
し

た
よ
う
で
す
。

　
ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー
を
試
乗

さ
れ
た
方
の
感
想
は
、第
一

声
が
一
様
に「
気
持
ち
良
か

っ
た
」「
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

た
」と
、そ
の
心
地
よ
さ
を

評
価
。
試
乗
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、「
人
の
手
と
違
っ

て
痛
み
が
無
い
」「
ロ
ー
ラ

ー
式
に
比
べ
て
体
へ
の
負
担

が
小
さ
い
」「
本
当
に
水
の

中
を
漂
っ
て
い
る
よ
う
な
感

覚
」と
い
っ
た
よ
う
に
、苦

痛
を
伴
わ
な
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
安
心
感
に
対
す
る
賛
辞
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、エ
ア
マ
ッ
サ
ー
ジ

器
ラ
ク
シ
ア
の
体
験
後
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、「
疲
れ
て
い

た
足
が
軽
く
な
り
ま
し
た
」

と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
感
想
が

多
く
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
展
示
会
で
も
好
評
の

ミ
ナ
ト
医
科
学
の
試
乗
機

展
示
会
で
は
常
に
盛
況
の
ミ
ナ
ト
医
科
学
ブ
ー
ス
。
杜
の
都
・
仙
台
で

開
催
さ
れ
た
昨
年
の
第
90
回
日
本
整
形
外
科
学
会
学
術
総
会
を
例
に
、

そ
の
出
展
機
の
人
気
ぶ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
米
百
俵
の
精
神
】

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
活

躍
し
た
長
岡
藩
の
藩
士
、

小
林
虎
三
郎
に
ま
つ
わ
る

故
事
。
北
越
戦
争
で
敗
れ

た
長
岡
藩
の
窮
乏
に
、
長

岡
藩
の
支
藩
で
あ
る
三
根

山
藩
か
ら
百
俵
の
米
が
贈

ら
れ
た
が
、
藩
の
大
参
事

の
小
林
虎
三
郎
は
こ
れ
を

藩
士
に
分
け
与
え
ず
、
売

却
し
て
学
校
設
立
の
費
用

と
し
た
。
こ
の
措
置
に
抗

議
す
る
藩
士
た
ち
に
対
し

虎
三
郎
は
、「
百
俵
の
米

も
、
食
え
ば
た
ち
ま
ち
な

く
な
る
が
、
教
育
に
あ
て

れ
ば
明
日
の
一
万
、
百
万

俵
と
な
る
」
と
諭
し
た
。

こ
の
米
百
俵
の
売
却
金
に

よ
っ
て
開
校
し
た
「
国
漢

学
校
」
に
は
洋
学
局
と
医

学
局
が
設
置
さ
れ
た
。

　
展
示
試
乗
会
で
は
、
ア
ク

ア
タ
イ
ザ
ー
Q
Z-

2
6
0

ご
試
乗
の
前
後
で
前
屈
の
測

市
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❶ ベッド型マッサージ器　アクアタイザー QZ-260
❷ 低周波治療器　ソリウス SOL-1

❸ 能動型自動間欠牽引装置　スーパートラック ST-2L

❹ 能動型自動間欠牽引装置　トラックタイザー TC-C1 
❺ 低周波治療器　ポラリスカイネ PO-3i
❻ 低周波治療器　マックスカイネ MK-130G
❼ 干渉電流型低周波治療器　スーパーカイネ SK-10WDX
❽ 超音波治療器　ソニックタイザー SZ-100
❾ 半導体レーザ治療器　ソフトレーザリー MODEL JQ-W1

　 マイクロ波治療器　マイクロタイザー MT-5D
　 赤外線治療器　アルファビーム ALB-200H
　 家庭用エアマッサージ器　ラクシア LX-H1
　 運動療法機器SDシリーズ　シンクロウェイヴ SD-100W
　 測定機能付自力運動訓練装置　ウェルトニック WTS-01i
　 測定機能付自力運動訓練装置　ウェルトニック WTS-02i
　 測定機能付自力運動訓練装置　ウェルトニック WTS-03i
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ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
る
ア
ク
ア
タ
イ
ザ
ー
、ラ
ク
シ
ア
の
評
価

定
を
行
い
、
筋
肉
の
柔
軟
性

が
ど
の
く
ら
い
変
化
し
た
か

を
体
感
い
た
だ
き
ま
す
。
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ベッド型マッサージ器　アクアタイザー QZ-260
認証番号：229AABZX00048000

管理医療機器　特定保守管理医療機器

２極の導子で大きな筋収縮を引き起こす“スーパータイダル波”

ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
ベ
ッ
ド
の
分
野
に
お
い
て
、独
自
の
設
計
思
想

で
常
に
先
進
の
機
器
を
お
届
け
し
て
き
た
ミ
ナ
ト
医
科
学
の「
ア
ク
ア

タ
イ
ザ
ー
Q
Z
シ
リ
ー
ズ
」。
そ
の
最
新
機
器
Q
Z-

2
6
0
は
6
つ

の
ノ
ズ
ル
が
強
く
や
さ
し
い
刺
激
を
生
み
出
し
、快
適
さ
を
実
現
す
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
マ
シ
ン
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

加
え
て
、筋
肉
の
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
、よ
り
効
率
的
な
治
療
を
目
指

し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー
ド
を
搭
載
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
ベ
ッ
ド
の

進
化
し
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
と
治
療
感
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
ア
ッ
パ
ー
ノ
ズ
ル
、

ロ
ワ
ー
ノ
ズ
ル
、
そ
し

て
新
た
に
セ
ン
タ
ー
ノ

ズ
ル
を
各
々
2
つ
搭
載

　
従
来
の
ノ
ズ
ル
の
動

き（
マ
ッ
サ
ー
ジ
パ
タ
ー

ン
）
と
は
異
な
り
、
特

定
の
筋
肉
を
刺
激
す
る

よ
う
に
ノ
ズ
ル
が
動
く

新
発
想
の
治
療
モ
ー
ド

で
す
。メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー

ド
で
は
、
柔
軟
性
の
向

上
に
繋
が
る
部
位
で
あ

　
6
つ
の
ノ
ズ
ル
を
組

み
合
わ
せ
て
作
り
出
す

刺
激
面
の
広
い
マ
ッ

サ
ー
ジ
モ
ー
ド
で
す
。

「
可
変
速
ノ
ズ
ル
制
御
機

能
」
に
加
え
、
進
化
し

た
「
ノ
ズ
ル
回
転
角
制

御
機
能
」
で
き
め
細
か

な
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
再
現
。

脊柱弯曲運動の正常化を図る
Spine Dynamics（SD）療法

脊
柱
の
弯
曲
運
動
に
は「
末
梢
関
節
へ
の
運
動
連
鎖
を
起
こ
す
機
能
」と

「
運
動
時
の
衝
撃
を
吸
収
す
る
機
能
」と
い
う
2
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
り

ま
す
。
弯
曲
運
動
に
異
常
が
生
じ
る
と
、脊
柱
の
動
き
を
補
う
た
め
に

末
梢
関
節
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
、疼
痛
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

衝
撃
吸
収
機
能
の
低
下
は
、体
幹
・
四
肢
運
動
連
鎖
の
破
綻
に
よ
る
筋

出
力
低
下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
脊
柱
弯
曲
運
動
の
正
常
化
を
は
か
る
の
が
S
p
i
n
e 

D
y
n
a
m
i
c
s（
S
D
）療
法
で
あ
り
、姿
勢
制
御
機
構
の
正
常
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
S
D
シ
リ
ー
ズ
は
、体
力
の
低
い
方
で
も
正
し
い

脊
柱
弯
曲
運
動
を
簡
単
か
つ
安
全
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
脊
柱
の
柔
軟
性
を
取
り
戻
し
ま
す
。

新
型
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
の
低
周
波
治
療
器
ポ
ラ

リ
ス
カ
イ
ネ
。そ
の
、独
自
の
波
形「
ス
ー
パ
ー

タ
イ
ダ
ル
波
」が
さ
ら
に
進
化
し
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ダ
ル
の
特
徴
で
あ
る
２
極
の

導
子
に
よ
る
な
め
ら
か
で
広
が
り
の
あ
る
刺

激
感
に
、パ
ル
ス
タ
イ
ダ
ル
の
力
強
い
刺
激
感

を
加
え
た
新
開
発「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
ダ
ル
」

が
新
た
な
治
療
感
を
提
供
し
ま
す
。

腰
椎
牽
引
装
置
ス
ー
パ
ー
ト
ラ
ッ
ク 

S
T- 

2
L
と
頸
椎
牽
引
装
置
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ザ
ー

T
C-

C
1
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
で
の
牽

引
治
療
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
患
者
様
に
は

た
だ
椅
子
に
座
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
。
牽
引
治

療
の
姿
勢
を
自
動
的
に
セ
ッ
ト
で
き
る
と
と

も
に
、ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
再
現
が
可
能
で
す
。

ス
ー
パ
ー
ト
ラ
ッ
ク
と
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ザ
ー
の

連
携
で
、腰
椎
牽
引
と
頸
椎
牽
引
の
両
方
に
対

応
し
た
治
療
が
行
え
ま
す
。

独
自
の
波
形

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ダ
ル
波

　
中
周
波
領
域
を
用
い
て
独

自
に
開
発
し
た
〝
ス
ー
パ
ー

タ
イ
ダ
ル
波
〞
は
、
皮
膚
バ

リ
ア
を
突
破
す
る
際
の
痛
み

と
不
快
感
を
抑
え
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
効
率
良
く
体
内
に

送
り
届
け
ま
す
。
そ
し
て
、

幅
広
い
周
波
数
を
組
み
合
わ

せ
て
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
多
様
な
筋
に
強
い
収
縮

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

足
首
ま
で
し
っ
か
り
と

ホ
ー
ル
ド
す
る

足
部
エ
ア
バ
ッ
グ

　
足
首
ま
で
ホ
ー
ル
ド
す
る

大
き
く
な
っ
た
エ
ア
バ
ッ
グ

に
よ
り
脚
位
置
を
保
持
。
ふ

く
ら
は
ぎ
か
ら
太
も
も
に
か

け
て
の
刺
激
感
が
大
幅
に
向

上
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
足
部
を
し
っ
か
り

ホ
ー
ル
ド
す
る
こ
と
で
身
体

が
安
定
し
、
頭
部
の
揺
れ
が

低
減
さ
れ
ま
す
。

身
長
を
自
動
検
知
す
る

デ
ュ
ア
ル
セ
ン
サ
ー

　
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
と
、

２
つ
の
セ
ン
サ
ー
が
頭
の
位

置
を
検
知
し
、
身
長
に
応
じ

た
マ
ッ
サ
ー
ジ
位
置
が
自
動

で
設
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た

デ
ュ
ア
ル
セ
ン
サ
ー
に
よ
り

1
9
5
cm
ま
で
対
応
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

多
彩
な
治
療
モ
ー
ド

　
ポ
ラ
リ
ス
カ
イ
ネ 

P
O ‒ 

3
i
／
P
O ‒ 

S
は
、「
ス
ー

パ
ー
タ
イ
ダ
ル
モ
ー
ド
」「
パ

ル
ス
タ
イ
ダ
ル
モ
ー
ド
」「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
ダ
ル
モ
ー

ド
」「
タ
イ
ダ
ル
２
モ
ー
ド
」

「
タ
イ
ダ
ル
4
モ
ー
ド

（
P
O ‒ 

3
i
の
み
）」
の
治

療
モ
ー
ド
が
選
択
で
き
ま

す
。

下肢からの刺激により、
三次元的な脊柱の動きを
誘発し、体幹のみならず
上下肢関節周囲の筋緊張
を連鎖的に解放させる
シンクロウェイヴ　SD-100W

不安定座面で骨盤の動き
を引き出す
フレックスチェア　SD-100F

体重を免荷した状態で胸
椎の捻転運動
ツイストチェア　SD-100T

骨盤の前傾運動を簡単に引
き出す
ストレッチングベンチ　SD-100B

スティック上に寝ることで
胸椎椎間関節・肋椎関節の
動きを誘発
ストレッチングスティック　SD-100S

低周波治療器 ポラリスカイネ

あらゆる場面で活躍するコードレス型レーザー治療器

半導体レーザ治療器
ソフトレーザリー

管理医療機器
特定保守管理医療機器
低周波治療器 ポラリスカイネPO-3i
認証番号：224AIBZX00062000

高度管理医療機器
特定保守管理医療機器
半導体レーザ治療器 ソフトレーザリーMODEL JQ-W1
承認番号：22300BZX00158000

低周波治療器 ポラリスカイネPO-S
認証番号：224AIBZX00042000

管理医療機器　特定保守管理医療機器
能動型自動間欠牽引装置　トラックタイザー TC-C1
認証番号：226AABZX00076000

能動型自動間欠牽引装置
トラックタイザー TC-C1

管理医療機器　特定保守管理医療機器
能動型自動間欠牽引装置　スーパートラック ST-2L
認証番号：220AGBZX00018000

能動型自動間欠牽引装置
スーパートラック

頸椎牽引腰椎牽引

プラス

半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
照
射
に
よ
っ
て
筋
肉
や

関
節
の
痛
み
を
緩
和
す
る
ソ
フ
ト
レ
ー
ザ

リ
ー
J
Q-

W
1
。
パ
ワ
ー
密
度
が
高
い

1
8
0
m
W
の
最
高
出
力
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
照
射
し
、「
痛
み
」の
深
部
に
浸
透
。
腰
痛
・

肩
こ
り
、関
節
炎
や
リ
ウ
マ
チ
、ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
筋
肉
痛
・
腱
鞘
炎
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

　
リ
ハ
ビ
リ
室
は
も
ち
ろ
ん

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
、
往
診
な
ど

施
設
外
で
使
用
で
き
る
ほ

か
、
合
宿
・
競
技
会
と
い
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
も
治

療
で
き
ま
す
。

エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス
に
基

づ
く
デ
ザ
イ
ン

　
プ
ロ
ー
ブ
は
コ
ー
ド
レ
ス

で
あ
る
う
え
に
小
型
・
計
量

（
1
6
0
g
）。
し
か
も
、
エ

ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス（
人
間
工
学
）

に
基
づ
く
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ

て
長
時
間
使
用
し
て
も
手
が

疲
れ
ま
せ
ん
。

安
全
に
配
慮
し
た
接
触

式
照
射
ス
イ
ッ
チ

　
安
全
に
配
慮
し
た
接
触
式

照
射
ス
イ
ッ
チ
を
採
用
。
意

図
せ
ぬ
レ
ー
ザ
ー
照
射
を
防

ぎ
、
事
故
の
発
生
を
防
止
し

ま
す
。
設
定
を
手
元
照
射
ス

イ
ッ
チ
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
、
人
体
に
接
触
せ
ず
に
照

射
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

グッドデザイン賞受賞

ベッド型マッサージ器 アクアタイザー

き
め
細
か
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
実
現
す
る

リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

し
ま
し
た
。
合
計
6
つ

の
ノ
ズ
ル
を
配
置
し
、

多
彩
で
幅
広
い
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
実
現
し
ま
す
。

る
仙
骨
臀
筋
、
腰
方
形

筋
、
胸
椎
多
裂
筋
、
肋

椎
関
節
、
脚
部
を
順
番

に
刺
激
し
ま
す
。

　
各
部
位
に
合
わ
せ
た

ノ
ズ
ル
と
独
自
の
パ

タ
ー
ン
が
筋
肉
を
ほ
ぐ

し
、
柔
軟
性
の
向
上
に

繋
げ
ま
す
。

6
ノ
ズ
ル
が
重
厚
な
刺

激
を
演
出
し
ま
す
。

　
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド

に
は
8
種
類
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
モ
ー
ド
が
プ
リ

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら

患
者
様
に
適
し
た
治
療

が
選
択
で
き
ま
す
。

筋
肉
の
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
る

メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー
ド

6
ノ
ズ
ル
が
生
み
出
す

多
彩
で
力
強
い
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
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WBI測定が可能な

WBI (Weight Bearing Index)＝体重支持指数

ミナト医科学のウェルトニック

人が重力に抗してどれだけの運動機能を有しているかを示す指数

一般医療機器　特定保守管理医療機器
測定機能付自力運動訓練装置　ウェルトニック WTS-02（レッグエクステンション）
届出番号：27B2X00088000020引用：ミナト医科学株式会社　SD機器使用手引き書 SD機器使用手引き書より改変

WTS-02i
例えば、介護予防の場合では日常生活が行えることを目的としているため、
WBI0.6を目標値に設定しています。社会復帰を目的にするのならばWBI0.8
以上を目標に設定します。患者のニーズと現状値を踏まえ、その人に合った目標
を設定することがトレーニングを持続・成功させる重要なポイントになります。

社会生活上の安全閾値と
スポーツ障害回避閾値

ADL動作のほとんどが有酸素運動
自律神経にストレスが加わりにくい

地球上の重力を克服して生活する
基本的体力閾値

体重1Kgにつき1Kg重の仕事量を
大腿四頭筋が発揮

社会的生活参加の閾値 「走れる」閾値

日常生活動作の閾値 慢性疼痛の身体環境閾値

自力荷重歩行能力閾値 杖歩行閾値

1.2

1.0

0.8

0.6

ランニング

日常生活動作

歩行

0.4

2
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